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書評

誰も教えてくれなかった
皮疹の診かた・考えかた
［Web動画付］

松田光弘【著】

國松淳和
医療法人社団永生会南多摩病院総合内科・膠原病内科

評者

さて書評である。
この本の書評は難しい。なぜな
らとても良い本だからだ。
良い本。買ったほうがいい。本
来これで終了である。
この本は，ちゃんとした医学書
である。
その点が非常に重要である。

各所で言ってしまっているかも
しれないが，教科書というのはあ
る事柄の⽛全体⽜を標準的（時に画
一的）に扱うものであるが，ガイ
ドラインなどと違い，具体的なこ
とよりも抽象的なことを教えてく
れるものだと私は認識している。
ここ数年以上の⽛医学書⽜のト
レンド・趨勢は，とにかく⽛図表
が多く，わかりやすく，まとまっ
ていて，すぐ役立つもの⽜である。
そうでないと売れないからだ。ガ
イドラインというものも非常に汎

はん

用
よう

されている。まあ，なんという
かわかりやすいからだろう。これ
らはつまり，標準的な⽛全体⽜を
カバーし，かつ抽象ではなく具体
を扱っている。
この本は，⽛皮疹の診かた⽜とい
うある程度の⽛全体⽜が扱われて
いる。そしてちゃんとした教科書

であり，解説内容も説きかたも堅
実で，意味としては抽象を（著者も
ほぼ無意識に）扱っている本である。
この本のやや特異な点は，⽛全体⽜
と言いつつ，初期研修医などが学
ぶべきこと全体からしたら⽛皮疹
の診かた⽜というやや⽛個別⽜を
扱っているという点だ。

ここまでで私が何を言おうとし
ているかきっとわからないだろう
が，私個人は自分で書いていて腑
に落ちた。
この本は⽛読ま⽜なければなら
ない。参照して，重要なところだ
け拾い読みする本ではない。これ
を省略すると，この本の真骨頂で
ある，⽛皮膚科診療という“個別”
から，真の意味で応用の効く抽象
的な理解を得る⽜ことはできない。

……ああ，それってごく普通の
ことではないか。教科書から学ぶ
ということにおいて，そんなこと
は普通。ただ，これをことさら言
わねばならないことが問題だと思
う。医者は本当に医書を読まな
い。読まずによく臨床ができるな
と思う。どんどん出る新しい論文
をフォローするだけで臨床スキル

をアップデートしていける人は全
体のごくわずか（オリンピアン：全
人口比くらい？）だろう。

少し脱線してしまったが，本書
の解説に戻ろう。
非専門医にとっての⽛皮膚科の

本⽜といえば，各皮膚疾患が皮膚
画像とともに解説がされてあっ
て，読む側は⽛絵あわせ⽜的に参
照して，今みている患者の皮膚を
思い出してこれかな～のような関
わり・使いかたになるであろう。
この本は違う。そういう解説の

仕方は一切していない。ロジッ
クを重視。臨床的な⽛頻度⽜が
しっかり意識されてある。読者
を，明瞭に⽛初期研修医⽜に合わ
せてある。

良い本。買ったほうがいい。こ
れで終了である。
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